






























































ホスト・コンビューターは、長崎大学情報処理センター(以後センターと略記) F ACOM 
M-360である。通信手}I頂(プロトコル)は、次のとおり。
2線式全二重、調歩同期式無手順 (TTY手順)、通信速度1. 200bps、2. 400 
bps 、データ長(JIS/7bit)、ストップピット長1. 5bi t 、Xコントロールあ
り、 Sパラあり、パリティ偶数、 CR十 LFで送信、受信CRで復帰+改行動作、エコーパッ
ク無し。
モデムHI-MODEM2400は、 300、1. 2 0 0、2.400bps全二重 (CC




























































伝送帯域幅 300Hz-3. OOOHz 300Hz-3. OOOHz 
受信信号レベル -6 dBm -13dBm 
受信雑音レベル 一28dBm (S/N改善度 13-15dBm)
送出信号レベル 6 dBm -13dBm 
































































































































































( 3)適正受信感度:エコーサプレッサーは、 2. 1 0 0 H zのトーン信号(送信レベルー






















(4 )スプリアス:海事衛星通信回線の網制御信号として 2. 600Hz (受信レベル-4






( 5 )通信速度:海事衛星電話回線ではNTTの電話回線経由の場合、最高通信速度は4. 8 

























































































PC方式)、 MNP方式 (Mi c r 0 C 0 m N e t W 0 r k i n g P r 0 t 0 C 0 1 )な
どのエラー検出プロトコルを持つモデムについての実験も行ってみたい。
1 987年12月現在で、海事衛星通信装置を設置している日本を含む各国の船舶数は











































[ 1] .国際通信施設株式会社、 「船舶地球局に接続する端末設備に付いて」、 INSPCT
(1 987年2月20日)
[ 2] .日本無線株式会社「海事衛星通信システムとはJ (1985年 1月)
[ 3] .無線工学ハンドフ'ック編集委員会編「無線工学ハンドブックJ (1964年 12月)
[ 4] .富士通 iFACOM OS IV/F4 TSSコマンド文法書J <1981年2月
1 0日)
[ 5] .藤村直美 iTSSによる情報処理J <1985年5月 10日)
[ 6] .日本電気株式会社 iPC9801UV2ユーザーズマニュアル」
[7]. INTERNAIONAL MARITIME SATELLITE ORGANI 
ZATION iINMARSAT.MARITIME USERS MANUALJ 
(1 984年)
[8] .日本無線株式会社 iJUE-35A/B TECHNICAL MANUALJ 
(1 984年12月)
[ 9] .長崎大学情報処理センター「端末利用初心者講習会資料」
[10]. NEC日本電気株式会社 iPC-VAN操作マニュアルJ <1986年 12月)
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